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 北東白石まちづくり協議会広報紙           き た の ご う り 第１２巻 第 70号 2016（Ｈ28）12.01 

 平成２８年１１月１２日（土）多くの御招待者

を迎えて北東白石連合町内会創立30周年記念式

典・祝賀会が開催されました。 

 関紘一連町

会長の式辞が

行われ、続い

て感謝状贈呈

が行われまし

た。 

 感謝状の贈

呈者は連町役

員年数２０年

以上の方 

繁泉将晴様、

高田 寛様、

島田信也様、

岩   栄一様、. 

嶌 田 美 津 江

様。 

役 員 年 数 10

年以上者 

伊東勝昌様、 

江畑幸子様、 

室谷 章様、渡辺喜代子様、斎藤素子様、平松一

夫様。以上の方々に感謝状が贈呈されました。 

 感謝状贈呈が終えた後、ご来賓の祝辞として 

可児敏章白石区長と白石区町内連合会連絡協議会

柴元博会長のお二方が祝辞を述べられました。 

発行所 

 北東白石まちづくり協議会 
    地域情報広報委員会 
札幌市白石区北郷３条１２丁目4－1 
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  新堂顧問の祝杯により祝賀会に入りまして、 

会場はいっきにお祝いモード。ステージにおいて

は、剣舞にはじまり、大道芸、ときわ小町の二人

による南京玉すだれで、すっかりお祝い気分にな

り、マジックショーもあり、また、劇団一揆によ

る「雨ニモマケズ」の演劇もありました。 

 北東白石連合町内会は昭和６１年10月1日に、

北白石連合町内会から分かれ３０年となります。 

当時は5,468世帯、人口16,853人でスタート 

現在は9,165世帯、人口19,432人となっており

ます。各種施設や公園などが新設、公共交通機関

の整備等も進み暮らしの利便性も大きく向上して

まいりました。 

 ３０周年記念事業実行委員会では３０周年記念

の記念誌も発行しています。 

 記念誌は過去30年間の記録を年表形式に載せて

いるので、いつ、どんな行事があったのかも解り

かりやすく掲載されています。 

 また、各単位町内会の紹介や、まちづくり協議

会の各委員会の様子や過去の行事の写真も載せて

あります。連町の役員歴やまちづくりセンター歴

代所長の名も載せてあります。 

 各戸配付ではないので、ご覧になりたい方は、

各単位町内会にお問い合わせください。 

                         

 北の郷里（きたのごうり） 名前の由来   郷とは昔、郡内の一区画で数村をあわせたもの。郷里（ごうり）とはその最小

単位をあらわしていて、小さな「むらざと」を意味します。郷里（ごうり）は近代においては郷里（きょうり、ふるさと）と

呼ばれています。 白石区には郷が三つあります。南郷、本郷と北郷です。ここから「郷」を一字いただきました。北は白石

区の北東、北海道の北の文字、日本の北を示し、郷里は我が大地、むらざと、ふるさとを示します。地紋は郷土の稲穂です。 

 「北の郷里」は北郷を連想させる名でもありますが、「日本の北のふるさと」との大きな意味を持たせながら、地域にあって

は「ぬくもりと優しさに満ちたまちづくり」を目指します。 
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可児敏章白石区長   柴 元博会長 



  白石区複合新庁舎１１月７日業務開始 
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   白石郷土館がオープン 

 地区社協主催 市民講座 

 白石区ふるさと会設立４０周年・白石郷土館開

設記念式典が平成２８年11月26日（土）14：

00より複合庁舎5階区民ホールに於いて執り行わ

れ、式典後は会場をアサヒビール園はまなす館に

移し、祝賀会が開催されました。 

 この日会場には宮城県白石市の山田市長はじめ

５０名、登別市からも小笠原市長以下２５名、他

関係の方々がおいでくださいました。 

 武藤ふるさと会会長の挨拶の後、初代会長、永

年会員、寄付された方などに感謝状が贈呈されま

した。 

 白石区ふるさと会４０周年 

白石区役所 

複合庁舎 

地上７階地下

２階 
H28.11.7 

オープン 

 交通 

地下鉄６番出

口直結 

 

バス利用例 中央バス白25南郷７丁目地下鉄乗継 

    地下鉄白石駅（210+120＝片道３３０円） 

車利用例  庁舎南側有料駐車場（無料認証時間   

       は、1～5時間の範囲で、窓口での手続きに 

       要した時間に応じて認証を受ける。 
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１１月１８日（金）13：30から北都地区会館に

おいて「障がいについて考える」をテーマに

NPO団体の事務局長東さんを講師にお迎えし３

１名の参加で開催しました。 

 障がいがある・ないにかかわらず、その人らし

さを認め合いながら、共に生きる社会をつくるこ

とを目指し差別をしない為、2016.4.1「障がい

者差別解消法」が始

まりました。 

 共に暮らし、互い

に学びを深めていく

事で、理解しあえる

と信じるのですが、

いががでしょうか。 

写真左下は「登別市・札幌市白石区交流宣言」署

名式の様子です。 

 最後に、白石片倉家16代当主、青葉神社宮司 

片倉重信氏の「小十郎の子孫とうまれて」と題し

ての講演がありました。 

 青葉神社は伊達政宗公を神として祀っている神

社だそうです。先祖に思いをお互い持ち合って、

お互い許しあう心。「和」の心で明るい明日を作

るため、皆で、和して楽しく。明るく平和な世に

と、講演を結ばれました。 

 白石区複合庁舎完成祝賀会 

平成２８年11月17日16：30～複合庁舎５階区

民ホールに於いて白

石区連合町内会主催

の祝賀会が開催され

ました。白石区から

は免震構造などスラ

イドによる庁舎の説

明がありました。 

平成28年

11月７日

新庁舎業務

開始当日、

複合庁舎1

階に白石郷

土館がオー

プン致しま

した。 

  

 私達の白石区の開拓先駆者は？ 

戊辰戦争に敗れ、白石城の明け渡し、北海道への

移住を決断、咸臨丸の座礁など、白石までの道の

りは厳しかった。発展編は農業の発展、工業の発

展と白石の特徴的な点を取り上げている。 

 ７５㎡の小さなスペースであるが、テーブルが

三つあり、モニターも６台備え、モニターでは動

画も見ることが出来る。ぜひ一度ご覧あれ。 



 「北の郷里」ホームページ URL  http://kitanogouri.com/index.php  北の郷里 検索 
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北の郷里 

 一日「地域の茶の間」スペシャル  

  北白石地区センター文化祭 

 地区青少年育成懇談会行われる 

 北東白石地区社会福祉協議会が設立30周年の節

目を迎え、１０月２２日（土）北都地区会館に於

いて、記念式典と祝

賀会が催されまし

た。 

 ３０周年記念事業

実行委員長平岡泰典

さん（写真右）の開

会の辞の後、物故者

への黙祷を捧げ、故

人への哀悼をつくし

ました。島田信也会

長の式辞、ご来賓の

祝辞を頂きました。 

 表彰式では、草創

期でご尽力をつくさ

れた方をはじめ、永

年に渡り会を支え貢

献した総勢５４名の

皆様一人一人に感謝状を授与、島田会長の受賞者

への思いが伝わるとても素敵な表彰式となりまし

た。 

 祝賀会の席では、硎光区社協会長、野島保健福

祉部長を始め白石区の他地区の社協会長などと懇

親することが出来ました。 

 記念事業では３０年の記録とし記念誌も発行致

しました。今後、歴史紙芝居も発行予定です。 

 地区社会福祉協議会３０周年記念式典 
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１１月１９日（土）１０時から北都地区会館に於

いて、第７回「一日地域の茶の間スペシャル」が

盛大に開催されました。 

 「地域の茶の間」はご自宅の茶の間の様に地域

の人たちが一日のんびり楽しんでもらいたい、ま

た地域の人たちの発表の場でもありたい。こんな

願いで始まりました。 

 ステージでは川北スマイル合唱団、児童会館の

子どもたちのダンスから始まり、お昼には売店

コーナーでカレーライス、いももち、おしるこな

どがあり、プロなみのサックスやマジック、民

謡、フラメンコ、尺八などの演芸を楽しみなが

ら、語らい、秋の一日を有意義に楽しく過ごして

いただきました。 

ＩＯ月１８日（火）、東川下記念会館にて、第１

７回「北東白石地区青少年育成懇談会」が行われ

ました。 

 この懇談会は、地域における子どもたちの健全

な育成を願い、関係団体との連携をはかるという

趣旨で、例年、北東白石地区青少年育成委員会

と、北都中学校区青少年健全育成推進会との共催

で実施しています。 

 今回は、こどもアシストセンター相談員の、競 

和之氏に、「相談から見える子どもたち」という

テーマで講演していただきました。 

 意見交換では、講演会の感想や、子どもたちの

様子等が述べられました。各小・中学校の先生か

らは、現状報

告・連絡事項

等があり、最

後に北都中学

校の、富川 

浩校長先生の

総評で閉会と

なりました。 

 この懇談を

終え、青少年

育成委員会として、地域力を高めるために各町内

会、各関係団体、各小・中学校と一緒にふれあう

機会を多くし、子どもたちを見守り続けていく事

が大事と、再認識しました。 

北白石地区センター文化祭開催 

10月29・30日（土・日）北白石地区センター

にて文化祭が開催されました。 

 地区センターにて活動するサークルが日ごろ

の成果を発表するこの行事は、29日に陶芸など

の「作品展示発表」、30日にはフラダンスなど

の「舞台発表」が行われる地区センターの一大

イベントです。 

 30日は他に「子ども劇場」と「文化公演会」

が開催されました。 

 子ども劇場は劇団オペレの楽しい人形劇あ

り、文化公演会では札幌市の若者のまちづくり

参加促進大使でも

あ る ア イ ド ル ユ

ニット『ミルクス

本物』のライブが

開催され、ファン

の方がつめかけ会

場は大盛り上がり

でした。 
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       行 事 予 定 案 内 

  四校交歓音楽会 

 ・・・ ちょっといい話 ・・・ 

     －－－ 編集後記 －－－ 

◆米次期大統領選は米国を二分した。マスコミもク

リントン有利で皆はずれ。ポピュリズム（大衆迎合

主義）が言われたのもこの期間。当選が確定しても

「私たちの大統領でない」とデモが起こったのには

ビックリ。この報道も韓国のパク大統領退陣デモで

消された。◆テレビも視聴率優先で、NHKも番組の

コマーシャルの多い事よ。◆今年、宮城県、熊本

県、鳥取県など大型地震、大雨による河川の氾濫・

山崩れ、１１月の寒波などは、地球温暖化の異常気

象だと報道されている。◆１１月２２日早朝福島沖

断層の７．５レベルの地震が発生した。５年前の

3.11あの日が、よみがえることとなった。今回も、

津波避難警報が発令された。しかしながら、避難し

なかった人、避難したくてもできなかったご高齢の

人や、身体が不自由の人などがいた。非難をしたく

てもできなかった人たちへの行政の事前アプローチ

のしかたにも多くの課題を残したが、今後、避難警

報、避難指示がなされても、それに従わず避難もせ

ず、被害に遭ったらどうなるのだろう。自己責任だ

けでは済まされぬ。3.11を忘れないで。◆北の郷里

は今号で70号になりました。周年行事や、複合庁舎

の完成、白石郷土館の新設など、おめでたい記事が

載りました。◆今年の北海道は、今まで以上に厳冬

になる予想 。師走のなか、くれぐれも気を付け注意

して過ごしてまいりましょう。良いお正月を。 

 表彰おめでとうございます 

28年度統計功労者表彰（総務大臣） 

  古屋 博二 様 

28年度日本食品衛生協会厚生労働大臣表彰 

  松田 有加 様 

28年度札幌市優良青少年育成者表彰 

  大畠 幸吉 様（北都タイガーズ） 

  田中 諭  様（東川下こども会） 

    北海道日本ハム日本一  

 日本ハムは、最高11.5ゲーム差が有り、15

連勝もありと観戦者は、ハラハラドキドキの中

リーグ優勝。日本一に期待を繋ぐ！初戦・２戦

を広島球場で連敗危機感を覚えるも、札幌ドー

ムに帰ってきて３連勝し王手をかけ、第６戦は

広島へ乗り込みレアードがホームランを打ち大

勝し、１０年ぶり３度目の日本一をつかんだ。 

１１月２０日（日）は、沿道に１4万人が集ま

る中、優勝パレードが行われお祝いムード、歓

喜にあふれていた。 

  北海道初のプロスポーツサッカーチーム 

   「コンサドーレ札幌」がＪ1へ！ 

１１月２０日（日）札幌ドームでサッカーの試

合がおこなわれた。創立二十周年を迎えるコン

サドーレ札幌、今年は、25勝・7敗・１０分で

Ｊ1へ昇格をきめた。過去、４度のＪ1昇格を経

験したが、１年で降格してしまったこともあ

る。今回は、Ｊ1への定着を望むところです。 
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１１月21日（月）北都中学校において、北東白

石地区の北都小学校、東川下小学校、川北小学

校、北都中学校の四校交歓音楽会が開催。 

 毎年、北都中学校区青少年健全育成推進会が主

催しており今年で３３回を迎えました。 

 音楽会に参加できる生徒も５年生、６年生や中

学生の一部でしかないが、父兄も参加してもらっ

て充実しています。今年は参加者全員での合唱が

あったり、同時開催の健全育成標語優秀作品の発

表や表彰にも工夫が見られました。 

 また、北都中の生徒の挨拶の良さは今も変わ

らず、今日参加の小学生も、上靴をきれいに並

べ、運動

場に姿勢

よく待機

し聞いて

いた姿は

立派でし

た。 

 


